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巻頭 宇宙を観る，人生を観る 厳

山　　本　　一　　清

　天文の小さい“窓”から世の中を眺めるのも，吾々の一つの特記か（？）一

ダンチヒ市のドイツへの併合問題で，駄州の風雲は激しい．吾々天文家から見

れば，ダンチヒは昔しへペリウスが活動した所であり，叉，其の近郊のフラウ

エンブルグ町はコペルニクスの住んでみた所である．今は！此のあたりに大き

な天文毫は無い．只，少しく東へ行けば，東プロイセンの首都ケニグスベルヒ

市には有名な大乱があり，こSでは，カントや，ペセルの如き碩學が哲學を講

じ，宇宙を測量した所である．tのあたりの一帯が，今や再び戦鼠の巷になっ

てしまった．（今から25年前，この地方は，駄洲大戦の初期に於いて，帝政u

シや軍に躁躍されやうとし，危ふくドイツ軍によって食ひ止められた所であっ

て，かの大會職の地として有名なタンネンベルヒ村といふのは，フラウンエン

ブルグ町の南方約100　｝　Pメ1トルの所にある．）ドイツ人が新興文化の魁けと

して今も樹ほ自國の學術史上の誇りとしてみるアマチュア天文家ヘベリウスは

西暦i611年1月28日にダンチピ市で生れたが，實は，當時この市はポ1ランド

國の一部であった．へペリウスの名はHevel叉はH6welckeと言ひ，ドイツ

語のHUgelchen帥ち小山とV…．｝、意味の名である．町名は明らかtcポ1ランド

語である．しかし，當時の學界は両ほラテン語の全盛時代であったから，へ1

ベルは自分の名を，學者らしくHeveliusと書いたりして，それで内外一般に

知られてみたものらしい，ヘベリウスは若い頃オランダのライデン大言で法律

を學び，次で父の業を寒いで農業に從引したが，其の後，天文趣味に熱中し，

生れ故郷ダンチヒで，1641年に一私立天文皇を建て，當時として誠に優秀な室

中望遠鏡や，象限儀を設備し，夫人を助手とレて，日夜の天盟観測を働んだ．S
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のである・夫㈱同で天畑測をやった人として天測史上畷初に鵬さ

れてるるのは此の夫婦である・へペリウス停胡面の顯をして・　i647年蹴

Selen．og「a垂?奄＝i月醒）を著はし二日の“月面4”の創儲となった．

殖に・叉・へペリウスは象騨で・星の子午徽醜勤勉に醜し嬬

果・筆管計1564ケの寵の目鍵イ乍製したが・之れは1843・ll・trcなって英國の

F・Bailey氏が纏めて・plヤル天文學會M・m・i・s第13巻畷表した．又，ヘ

ベリウスは太陽繍の槻蹴なし1四ケの彗n・を槻レ二巴星が太陽のま

はりに野物線形の軌道を貫くことを創意した・彼れの彗星槻測や意見は“Pro、

domus　cometicus”（16b5年）及び“Com・t・9・aphi・”（1668年）といふ二つの＊

書畷表されてみる・又・土星の形や・輪の園圃については“D・…。，a　S、．

t“’ni”とい繕を165餉覧畷表し・又・彼れの西畑測器國・關する言己述は

“，Nlachina　coelestis”といふ二冊の著書となって・1673年乃至1679年に現はれ

た・ヘベリウスは1687年U』28日巳口聯76回の誕生日の日に〃チ・で死んだ．

　　　　　　　　　　　ダ　　　　　　　　　市　街

　別頁に例した如く・このダンチヒ市で去る8月7目から11日まで，A・G．天文

協會は第33回総會を開いた・華分は會員であるけれど・内外多川のためytの穗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し會に今回は出席し得なかったが・昨今の如き國際政局の騒々しい際，このダン

チヒ市に天文學者から世界各戸から幾百名も集まって・天暦宇田上の學理や槻

測結果を狡表したことを・想像して見るだけでも，興味深いことである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　次ぎに・フラウエンブルグ町はコペルニクが1512年置ら1543年までカテドラ

ルの主任1曾として居佳した斯である・コペル昌クの本名はNikolai　Koppernigk

であるが・之れも後には例のラテン名への’C僻によりNik。1・u・C・P・・ni・usと

いふ風に書くことが寳通であった。彼も，やはり，ボ1ランド人で，トルソ市
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に生れ，クラカウで大學教

育を受け，それから永くイ

タリヤへ遊學したのである

が，1497年に，24歳にして

故國フラウエンブルグ寺院

の檜たるの任命を受け，前

記の如く1512年から此の任

地に居佳した．フラウエン

ブルグに居る間が，彼れの

天文研究の全盛時代であっ

て，観測も，研究も殆んど

皆此所で行ったのであるが，しかし，大著　De　Revolutionibus　Orbium　Coeles－

tinmの大意は，1507年頃，彼れがイタリヤから館國して，未だHeilsbergに

滞在してみた頃に大略完成し，フラウエンブルグでは之れを槍誰するための，

仕上げの研究時代であったといふ．

　コペルニクのDe　Revolutionibusといふ大著は，1543年彼れが其の死の床iC

横はりつN，恰も出営上って來た印刷本を見たといふのは有名な話である．此

の書は，勿論，衆知の如く，地動設を主張した最初の樺威ある書物であるが，

1873年，ポ1ランドのトルソ市に於V・て，コペルニク生誕400年記念として新

版が印刷され，移行されたが，後1879年にはC．L．　Menzzerのドイツ語謁が

亦トルソから出版された．一ところが，今1939年になって，ドイツのライプ

チヒ天文豪のJ．Hoprnann博土の斡旋で，再び上言己のMenzzerのドイツ課

が再版され，（前明340：頁に初版の如く書いたのは誤り）ホンの即日前に自分の

手に入ったのは，奇縁であると言って好かろう．（1939年9月1日，猫波開職の

報を開きつS）

　　　　　　　　　　　　　“日　　と　　星”

　日と星杜の機關誌に「日1と星」“The　Sun　and　the　Stars”があるが，之は天

文の雑誌ではなく，實はSunは太陽the　StarSは米國を象徴した在米同胞及

第二世の爲の讃物雑誌である．東京から出版され，定便50仙．


